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関係局：産業労働局、環境局、福祉保健局、交通局 

 
 
 
 
 
 
 

○ 総合的な花粉症予防・治療対策 

◇ 18 年度内に実施する都独自の花粉症患者実態調査の結果を解析し、対策への活

用を図るとともに、花粉症の根本的治療方法である舌下減感作療法(※1)について

の臨床研究を進め、患者が利用しやすい治療方法の開発を促進する。また、都民

に花粉情報をリアルタイムで提供するための花粉自動測定・予報システムを開発

する。 

 

○ 長期的な花粉発生源対策 

◇ 多摩地域のスギ林等の主伐(※2)を実施し、花粉の少ないスギ等を植栽するとと

もに、伐採した木材の利用拡大を図る。加えて、作業道や貯木場の整備等、林業

の効率化を進め、森林の伐採・育成が自立的に進むようにする。 

また、間伐(※3)や強度の枝打ち、小面積伐採後の広葉樹植栽により、針広混交

林化を促進する。 

◇ 首都圏の鉄道・バスに新たに導入されるＰＡＳＭＯ（パスモ）の電子マネーを

活用した募金や、「企業の森」、「森づくり支援倶楽部」といった支援の仕組みな

どにより、「花粉の少ない森づくり運動」を展開し、都民や民間企業等の参加を

促していく。 

◇ 八都県市共同で間伐等の森林整備や地域産材の利用促進などの発生源対策に

取り組み、広域的に対策を進めていく。 

 

 

 

 

 

総合的な花粉症予防・治療対策を進めるとともに、都民や民間企業

の参加の下で、「花粉の少ない森づくり運動」を進めていくためのし

くみづくりを行い、花粉発生源対策を推進する。 

重点事業 20 総合的花粉症対策  〔19 年度事業費 12 億円〕

 
伐採するスギの木に斧入れをする石原知事 

 
花粉の少ないスギの植樹 

（ともに伐採開始式（18 年 11 月）より）
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(※1)舌下減感作（ぜっかげんかんさ）療法…花粉症の根本的治療法の一つで、舌下から花粉エキ

スを吸収し、花粉症の症状が出ないよう体質を改善させる方法 

(※2)主伐…伐採期に達した樹木を伐採すること。一定範囲の樹木を一時に全部伐採する方法で実施 

(※3)間伐…育成段階にある森林内における樹木の混み具合に応じて、育成目的の樹木の密度を調

整するために伐採すること。 
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ＰＡＳＭＯ 

電子マネー 

都民等 

 

ＰＡＳＭＯ電子マネー 

読み取り端末設置 

○駅構内店舗    
○自動販売機 
○都立施設 等 

交通局加盟店

交通局 

加盟店を選択 

電子マネーで 
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交通局 

（電子マネー事業者）
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（募金分含む）

花粉の少ない森づくり運動
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